
学校関係者評価 今後の改善点

教職
員の
働き
方改
革

１.定時退校日の設定
　・毎月第２水曜と第４金曜を基本に月２回設定
２.時間外労働時間の縮減
　・放課後に開催される会議等を６０分以内にする。
　
（成果と課題）
１.定時退校日の設定
・定時退校日における定時退校者の割合は，１２月現在８６．
6％になる。昨年度より0.2ポイント改善された。また，月４５時
間を超える時間外労働者は,０人。しかしながら、家庭へ仕事
を持ち込むなどの負担は依然として解消されていない。
２.時間外労働時間の縮減
・放課後に実施される会議について，６０分以内に終了する割

合が86.1％（昨年度，7０％）。今後も，提案内容や方法の見

直しを図っていくとともに会議の回数の削減も検討していきた
い。

・いつもいつもお疲れ様で
す。
・改善されたこともあるが、
引き続き見直しや工夫を重
ねていってほしいと思う。
・いつも子どもたちに熱心
に丁寧に関わっていただ
き、ありがとうございます。
・もっと自分の時間を取れ
るようにすること。
・現在月・水曜日2回青パト
巡回を行っているが、定時
退校日が水、金曜日でよけ

ればこちらに見直してもよ

いか提案していきたい。

・ＩＣＴを活用し、ペーパーレ
スやデータベース化等を推
進する。
・教職員の健康を優先し、
業務改善を図る。

安全
教育

１．防災訓練の実施
　　・避難訓練　年4回（地震，火災）
　　・引き渡し訓練　毎年実施
　　・津波避難訓練

　　・防災ノートの活用
　　・避難訓練前には，防災ノートを使った指導を行う。
２．交通安全教育
　　・各学級で交通安全について指導
　　・３年生・６年生には，自転車の乗り方の指導
３．保健指導
　　・学校保健委員会　年１回　学校医参加
　　・除去食会議（栄養教諭，養護教諭，保護者）
　　・エピペン研修と食物アレルギー対応研修年１回
　　・教職員応急処置研修

　　・AEDと救急法研修　年１回

(成果と課題）
・避難訓練については，学期に１回以上実施し，回を追うごと
にスムーズに避難できるようになってきた。
・津波避難訓練は，地域の方の協力もあり，安全に行えてい
る。
・今年度の引き渡し訓練は，若松小学校の各クラスにて行っ
た。３年ぶりの小学校での引き渡し訓練となったが，スムーズ
に行うことができた。
・防災ノートは，重複するところもあるが繰り返して活用するこ
とができた。
・３年生・６年生を中心に交通安全教室を行い，自転車の乗り
方について指導をしていただいた。また，各教室で動画を視聴

して交通安全について指導を行った。
・学校保健委員会は，今年度は2月に開催し，子どもたちの健
康課題について話し合った。今後の学校保健活動に活かして
いきたい。
・今年度も水泳指導がなくなったが，応急処置や救急法の研
修を行い，いざという時の対応を職員で共有することができ
た。

・訓練はよいこと。
・ＡＥＤ救急法は、社会へ出
てからも役立つ。
・下校時、緑帯からはみ出

ている学童がいる。
現行活動の推進をお願い
したい。
・防災訓練や交通安全につ
いては、毎年繰り返し取り
組んでほしい。
・他市においては、今年度
も水泳指導を行ったと聞い
たが、鈴鹿市も来年度は実
施をお願いしたい。

・避難訓練はやればやるほ
ど身体が反応するようにな

る。もっとやるべき。ＡＥＤも
同じ。

・避難訓練は来年度も引き
続き行っていく。
・登校時だけでなく、下校
時も自分たちで交通ルール

が守れるように地区児童会
や各教室で確認する。

地域
ぐる
み

の教

育

１．鈴鹿型コミュニティースクール
　　・学校運営協議会の開催 年6回
　　・学校だよりを通して地域へ情報発信 月2回以上

　　・学校ホームページの充実・定期的な更新
２．地域の教育力の活用
　　・PTAの共催行事への教職員参加
　　・授業参観 年3回
　　・若松地域防犯パトロール・見守り隊との連携
　　・地域の方との交流

　　(成果と課題）
1.鈴鹿型コミュニティースクール
・学校運営協議会では活発な協議がなされている。教職員の
参加について今後改善し、学校と地域と協働した取組を進め
ていくために協議を行うとともに，学校だより・学校ＨＰ等の内

容の充実を図り情報発信を続けていきたい。
２．地域の教育力の活用
・昨年度まで自粛していた地域行事が実施された。コロナ感

染対策を万全にしていただいたことで、多くの児童が参加する
ことができた。授業参観は昨年並みの２回であったが、今後も
より多く児童の活躍の場を設け、状況に合わせて計画を進め

ながら地域との連携を図っていきたい。

・地域を巻き込み、成果あり
と思う。
・負担がかからない範囲で

地域と先生方とのコミュニ
ケーション、意見交換の場
があっても良いのではない
かと思う。ＰＴＡと先生方の
場はあるのですが。
・学校だより等で情報を発
信していただき、学校の取
り組みや子どもたちの姿が
よくわかった。今後も地域
連携しながら、課題に取り
組んでいけるとよい。
・もっともっと地域を巻き込

み、今以上に子どもたちの
勉強しやすい環境をつく
る。

・若松地域安全パトロール
見守り隊をできるだけ協力
いただけるように、機会が

あれば紹介していく。
・より良い学校運営協議会
になるよう意見を出してい

きたい。

・地域との協働を継続発展
させるため、学校運営協議
会への教職員の参加につ

いて見直しをしていく。ま
た、学校だよりやホーム
ページ等を通して、積極的
に協議事項等を発信して
いく。

人権
教育

1．人権教育推進計画の作成及び推進
２．仲間づくりのレポート研修会の実施
３．多文化共生の考え方の推進

　　(成果と課題）
・年度当初に「推進計画」を作成し，研修会で全職員と共通

理解を図ることができた。
・5月，８月，２月に，「支援の必要な子どもの姿」について，研
修会で交流を行い，全職員で子どもの姿（困り感など）を共

通理解し，支援体制を整えることができた。

・外国語活動や総合的な学習・生活等の授業を通して，「多
文化共生」について学習することができた。
・限られた人員の中では，支援が必要なすべての児童や学級
への対応が難しい場面もあった。
・3学期には，全学年で今年度の人権学習のテーマ「多文化
共生」について学習し，ホームページや学年通信などを通し
て，保護者への啓発をすすめることができた。
・新型コロナウイルス禍の，不登校傾向の児童について，関係
機関等と連携を図っていく必要がある。

・現行活動を推進願いた
い。
・「友達の気持ちがわかる」

ことが「いじめ防止」にもつ
ながるので、一人ひとりの
個性を大事にした仲間づく

りを引き続き進めてほしい。

・現行活動の推進を今後も
引き続き行うとともに，子ど
もたちの現状把握とそれに

応じた人権学習の推進を
図っていく。
・子どもの姿を語る会につ

いては，今後も年３回程度
全体研修会を行う中で，支
援の必要な児童を中心に

した仲間づくりを全職員で

考えていきたい。
・必要に応じてケーススタ
ディの研修を持ち，実践力
向上の機会を設けたい。

生徒
指導

１．「地区児童会」「一斉下校」各学期に２回

２．「あいさつ運動」通年実施
３．「あいさつ・チャイムを守る・ホイッスルの携帯」通年実施
４．いじめ防止基本方針を学校ＨＰに検討・掲載

５．いじめアンケートを各学期に１回実施
６．職員会議にて情報共有

　　(成果と課題）
・あいさつについては，児童会が中心となってあいさつ運動に
取り組んだ。積極的にあいさつをする児童は多数いるが，マス

クを着用している期間が長いこともあって，うつむいたり会釈
のみで終わってしまう児童もみられる。「自分から進んで」「気
持ちのよいあいさつをする」ことを今後の目標として取り組み

たい。
・「チャイムを守る」「ホイッスルの携帯」は，ほとんどの子ども
が守れるようになった。引き続き，指導をしていきたい。
・職員間での情報共有により，気になる児童について，担任以
外の教職員が関わって，指導を行った。
・「いじめ」については，ピンクシャツ運動に取り組み，いじめを
許さないことを発信できた。

・あいさつをする子どもは多く
なった。まだまだ声が小さい。
・集団が長い。遅れてくる子が
多い。親が車で送ってくる子
が多い。
・消毒ボランティアをやってい
ると、気持ちの良いあいさつを
する児童が増えているように
思う。お互い気持ちの良いも
の。
・推進願う。
・「あいさつ運動」で子どもた
ちの元気のよい声が返ってく
ると、こちらも清々しい気持ち
になれる。個人差はあるが、今
後も続けていきたい。

・あいさつの大切さについ

て，各学年で道徳の教科書
等教材を用いて引き続き取
り組んでいきたい。

・今後も児童会を中心とし
てあいさつ運動を継続し、
併せて指導も行っていく。

キャ

リア
教育

１．外部・地域講師による出前授業の実施
　　　・各学年，各学期１回以上の講師招聘
２．郷土教育や環境教育の実施（地域に関連した学習）
　　　・授業での効果的な地域の人材の活用

(成果と課題）
○各学年，様々な外部講師を招聘することができた。感染防
止対策を行いながら、昨年以上に活動することができた。

○様々な外部講師から多くのことを学んできた。単年で終わ
らないよう，内容・人材・日時・使用した資料等をデータベース
化していく必要がある。

・地域と協働はとても大事
なこと、いいことだと思う。
・子どもたちに、良い刺激を
与える意味からも、有意義
な活動だと思う。継続的な
活動を期待したい。
・出前授業、地域に関連し
た学習は、広い視野をもつ

意味で良いことと思う。
・いろいろな体験ができて、
子どもたちには感動的で良
い刺激になると思う。次へ
の意欲につながるとよい。
・もっと地域の人をお願いし
て郷土の教育をしてもらっ
て、若松を知ることが大事。

・今後のデータベース化
等、より良い活用を考えて
ほしい。

・計画的に年間計画に組み
入れ、6年間を通じて幅広
い分野の体験ができるよ
う、積極的にキャリア教育を
推進していく。

特別
支援
教育

１．定期的な支援会議の開催
２．個別の支援計画，指導計画の作成

　　(成果と課題）
・職員会議の中で， 必要な児童について 定期的に支援会議
を実施することができた。
・年12回派遣されるスクールカウンセラーを活用し， 保護者
面談や教職員のコンサルテーション等を実施することができ
た。 また，全職員で情報を共有し， 支援の在り方や支援体制
を整えることができた。
　・保健室登校の児童に対して，安心して学習に取り組めるよ
う，教育環境の整備を行った。その結果，少しずつ学級の授業

や活動に参加する様子が見られる。

・よい取り組みだと思う。少
しずつ学校、学級の授業や
活動に参加すること、よいこ
とだと思う。
・定期的な支援をお願いし
たい。
・安心して学習に取り組め
るように、支援体制や環境
整備をしていただき、改善
されてきたことは高く評価
できると思う。

・保育園，幼稚園から小学
校，小学校から中学校への
途切れのない支援を目指
し，定期的，かつ長期的な
取り組みを心がけていく。
・保健室登校の児童をはじ
め，さまざまな課題をかか
える児童が学校生活を安
心して送れるよう，引き続
き，学校環境の整備を進め
ていく。

学力
向上

１．基礎・基本の確かな定着
　　○家庭学習カレンダーの取組
　　　・ アンケート肯定的意見約７0％
　  ○読書活動の取組
　　　・若松タイムでの朝読書
　　　・図書巡回指導員による図書指導や読み聞かせの実施

　　○パワーアップ学習タイム
　　　・毎日復習に取り組む
２．活用力の育成
　　○校内研修（国語）を中心とした授業改善
　　　・思いを伝え合うために，「読む」活動を中心とした指導
　　○ともに学び合い，考えを深める授業づくり
　　　・年間７回の授業研を行う
　　　・年間１１回以上の校内研修会に取り組む
３．ICT機器の活用
　　○クロームブック・プロジェクター・書画カメラの活用
　　　・授業のさまざまな場面での活用
　　　（国語での意見集約・社会見学の新聞づくり・体育実技

　　　　での振り返り等）

(成果と課題）

・平日に家庭学習を学年×１０分の取組は，児童には定着しつ
つある（アンケート結果児童７７％）が，保護者にはまだまだ習
慣づいていないという認識がある。（アンケート結果保護者約
７0％）また，家庭学習で宿題とは別に予習・復習の学習に取
り組んでいる児童の割合が，昨年度より減少している。
（アンケート結果児童　昨年度７7％→今年度63％）
・パワーアップ学習は，「帰りの会」の中や朝の学習の時間で
取組み，各クラスで基礎学習の定着に向け取り組むことがで
きた。

・校内研修の領域を昨年度から国語にし，本校児童の課題で
ある「自分の言葉で説明する力の弱さ」や「発表する子としな
い子に分かれてしまう」「自分と他者との考えを比較しなが
ら，学習を深めていくことの実感が少ない」等の解決に向け
て，自分の考えや思いを書くこと，相手に共感しながら聞くこと
に主眼をおいて研修をすすめることができた。
・今年度は教科の枠にとらわれず，授業のさまざまな場面でＩ
ＣＴ機器の活用を進めることができた。来年度に向け，より効
果的な活用方法を考えていく必要がある。また，ICTサポー
ターを活用し，児童により具体的で詳しく操作方法を学ばせ
ることができた。
・全国学力学習状況調査やみえスタディ・チェックの結果から
弱みを見つけ，授業や家庭学習に活かす取り組みができた。

・学校側が努力しても、保
護者へ伝わっていないのが
残念です。
・家庭学習については、個
人差が大きいと思うが、繰
り返し伝えていくしかないと

思う。
・子どもたちがわかるように
具体的な学習方法を知ら
せてほしい。
・地道に取り組んで日々の
積み重ねだと思います。
・ＩＣＴの活用をより進めてく
ださい。
・国語の授業改善の取り組
みは引き続きお願いした
い。人の話をしっかりと聞
き、自分の思いや考えを言

葉で伝えられる力をつけて
いってほしいと思う。

・この課題は職場でも発生
しているのが実態であると
思う。説明する楽しさ、発表
する楽しさを感じることがで
きる工夫が必要。あせらず、
少しずつスキルアップして
いければと思う。

・今後も，音読・漢字・計算
の宿題を全学年で基本的
に毎日出していきたい。宿
題の方法については、新学
期に説明を行い、学年に応
じた内容に取り組ませた

い。
・若松タイムやパワーアップ
学習タイム等の学習時間を
活用して、学習に向かう態
度を身につけさせたい。
・来年度も、引き続き、国語
科の授業改善について教
職員で研修を重ねていきた
い。本校の課題を解決でき
るように、「読む・書く・聞く」
力をのばしていきたい。その
ために、それぞれに応じた

場面を設定した授業づくり
を考えていきたい。

令和４年度　若松小学校関係者評価書（様式）

鈴鹿市立若松小学校

評価
項目

本年度の活動（具体的な手立て）と指標


